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１．はじめに 
 「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese、以下
























                                                  
1 本稿は第 1 回コーパス日本語学ワークショップ（2011 年 3 月）で発表したものである。 













本発表では、2011 年 12 月にリリースされた『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のDVD 版を







いる<paragraph>タグを対象とした。<paragraph>タグを含むサンプル数は表 1 のとおりである。 
 
表 1 対象サンプル数 
媒体 全サンプル数 P サンプル数 
出版書籍 10,117 9,742 
雑誌 1,996 1,767 
新聞 1,473 1,457 
図書館書籍 10,551 10,369 
白書 1,500 1,496 
教科書 412 0 
広報紙 354 354 
ベストセラ  ー 1,390 1,374 
Yahoo!知恵袋 91,445 0 
Yahoo!ブログ 52,680 0 
韻文 252 0 
法律 346 56 
国会会議録 159 159 
合計 172,675 26,774 










 表 2 は、対象となったサンプルの延べ語数、段落数、1 段落あたりの延べ語数、1 段落あたりの
異なり語数のそれぞれの平均値である。1 段落当たりの延べ語数を見てみると国会会議録の値が
大きい。これは国会会議録における段落の認定（1 発言が 1 段落）が影響しているものである。
なお、語数には補助記号、空白、助詞、助動詞は含まれていない。 
 









出版書籍 1,384.61 43.76 50.51  37.06 
雑誌 891.17 29.81 40.05  33.27 
新聞 334.33 9.28 38.78  33.33 
図書館書籍 1,450.16 54.53 45.76  34.70 
白書 1,793.10 29.32 64.74  44.33 
広報紙 2,903.53 103.14 28.14  23.39 
ベストセラ  ー 1,404.46 69.30 29.52  24.28 
法律 219.50 6.93 24.04  15.03 








































Cሺa, bሻ：段落 a の段落 b に対する共起語率。 
Fሺa, bሻ：段落 a と段落 b とで共通して現れる語の延べ語数を段落 a 内で数えた数。 





後続段落は存在しないため、便宜的にその場合の共起語率は 0 とする。 
 この方法で共起語率を測るにはひとつ制約がある。それは、文章が 2 つ以上の段落から構成さ
れていなければならないことである。そのため、表 1 で対象としたサンプルから 1 段落しかなか
























出版書籍 12.98 0.22 12.74 0.22 
雑誌 6.89 0.16 6.82 0.16 
新聞 5.99 0.15 5.84 0.16 
図書館書籍 10.49 0.19 10.36 0.19 
白書 20.00 0.31 19.84 0.31 
広報紙 5.19 0.18 5.13 0.17 
ベストセラ  ー 5.49 0.15 5.47 0.15 
法律 12.16 0.48 12.31 0.47 
国会会議録 40.45 0.30 39.01 0.30 
 
 










0 総記 12.97 0.22 12.95 0.22  
1 哲学 17.55 0.25 17.73 0.24  
2 歴史 14.80 0.21 14.60 0.21  
3 社会科学 15.02 0.24 14.84 0.24  
4 自然科学 14.32 0.24 13.96 0.24  
5 技術・工学 10.72 0.22 10.56 0.21  
6 産業 11.03 0.21 10.82 0.21  
7 芸術・美術 12.02 0.20 11.98 0.20  
8 言語 10.40 0.21 10.17 0.20  
9 文学 5.07 0.12 4.97 0.12  












るために、1 段落あたりの延べ語数の平均と共起語率の平均との相関を見てみよう。図 2 にその

















図 3 はOW1X_00000（昭和 54 年版経済白書）というサンプルである。 
 
                        図 3 文章中の共起語率の推移 
 
図 3 で、★を付けた 3 箇所は大きな節が開始する箇所、下向きの矢印を付した 9 箇所はその節
の中で小見出しが立っている箇所である。矢印の部分における後続段落との共起語率（右側の棒）
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